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金 (Cr-Mn)Pt3, (Mn-Fe)Pt3の磁気モーメント及び低温電子比熱濃度依存性は,剛

体バンド模型を用いて定性的に説明できる｡

16.渦層の運動の離散渦法による解析

王 魯 演

Vortexmethodを用いての渦層に関する数値解析は, Rosenheadの研究以来,沢山お

こなわれてきた｡現在では,Birkhoffの integrodifferentialequationについて の離散

法はいろいろと提案されている｡ここでは,傾斜および曲率を考慮 して渦層 をarisによって

離散化 した｡それからBirkhoffの方程式の Cauchyprincipalvalueの部分にっいても工

夫 した｡この方法を用いて計算 した結果からみて singularityが発生するまでの渦層の運動

を追跡することができた｡本研究のシミュレーションの modelは,二次元平面に閉じた曲線

に渦度 を一様に分布させるものである｡計算の途中で circulation densityの変化に応 じて

arisの再分割 もおこなった｡

17.分子動力学法による勢断流れの研究

白 田 成 男

一様勢断流れ (速度勾配 r-∂払x/∂y,ux:流体のx方向-の速度分布 )_状態にある

Lennard-Jones粒子系 (粒 子数N-108,粒子間対ポテンシャル :Q(r)-46[(チ)12-

(号)6〕(r:粒子間距離 ;6,0:パラメタ))の計算機実験を行-た｡今回の実験は,温

度一定,密度一定,速度勾配 γ‥0≦γ(慧 )1′2≦2(m :粒子の質量 )で行-たo

平衡状態にある系に,突然,一様な速度勾配 γ-∂ux/∂yを与えた時の系の過渡的な応答に

-いて調-たOその結果, γ(慧 )1'2≧ 1の時,内部エネルギー,圧九 圧力テンソルのxy

成分に一時的なピークが現われ,その後ゆっくりと緩和 して行 く,ということを見出した｡そ
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して定常物性の値 も,この現象が現われるような γの範囲の時と,そうでない γの範囲の時と

では大きく異なっていた｡

圧力テンソルのxy成分の緩和の様子から,定常状態はエネルギー散逸極小の状態であるよ

うであった｡これについての確認は今後の課題である｡

○ 名古屋大学結晶材料工学教室

1. p-サイアロンセラミックスの調製と評価

2. 赤外分光によるマイクロ波共振器用セラミックスの格子振動の研究

3. h型GaI'中の ドナーとダブルアクセプター間の再結合発光

4. レーザー照射によるGa原子放出 とGaP表面構造変化

5. タングステン表面における散乱陽子エネルギー損失の高分解能測定

6. Nd-Fe-B系急冷薄帯の磁性と組織

7. 固体表面における金属不純物のイオン衝撃脱離機構

8. Ag-Cu-Ge系非晶質合金の電気伝導現象

9. シーライ ト型AB(MoO4)2結晶のラマン散乱

10.強誘電性液晶のスイッチング特性

ll.液晶の秩序化過程に於けるパターン形成

12.多光子共鳴電離を用いたニッケルからのスパ ッタ粒子の速度分布解析

13.(Ni33Zr67)卜xMx(M-Ti～Cu)非晶質合金の磁性と電気伝導

14.Aト Ni-M(M-Si,Ge)非晶質合金の電子物性

15.金属中の転位一点欠陥相互作用に及ぼす外部応力の影響
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